
平 成 ２ ４ 年 度 県 民 満 足 度 調 査

御 協 力 の お 願 い

本県の県政運営につきましては、日頃から格別の御理解と御協力を賜り、厚くお

礼申し上げます。

さて、県では、平成23年４月からスタートした栃木県重点戦略「新とちぎ元気

プラン」に基づき、とちぎの将来像

「安心」「成長」「環境」をともにつくる、元気度 日本一 栃木県

の実現に向け、とちぎづくりの原動力となる「人づくり」を政策の基本に据えなが

ら「暮らしを支える安心戦略」、「明日を拓く成長戦略」及び「未来につなぐ環境

戦略」の３つの重点戦略を掲げ、様々な取組を推進しているところです。

県民満足度調査は、こうした県の取組に対する県民の皆様の満足度や率直な御意

見・御要望をお伺いし、今後の県政運営の参考とさせていただくことを目的に実施

するものです。

御多忙のところ誠に恐縮に存じますが、趣旨を御理解の上、本調査に特段の御協

力を賜りますようお願い申し上げます。

平成25年１月

栃木県知事 福 田 富 一
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≪平成２４年度県民満足度調査の概要≫

１ 調査対象者

（１）とちぎ元気フォーラム参加者

（２）ネットアンケート協力者

（３）市町村職員

（４）その他調査協力者

２ 調査期間

平成２５年１月１８日（金）から同年２月１５日（金）まで

３ 調査結果の活用方法

県では、栃木県重点戦略「新とちぎ元気プラン」の着実な推進を図るため、各取組に

より県民の皆様の生活がどのように改善されたかなどの観点から、毎年度、現状評価を

実施しています。

本調査の結果は、より適切かつ客観的な現状評価を行うための資料として活用すると

ともに、今後の県政運営の参考とさせていただくものであり、この目的以外には一切使

用いたしません。

栃木県重点戦略「新とちぎ元気プラン」とは

中長期的な展望のもと、とちぎの目指すべき将来像を描き、その実現に向け、基

本的な考え方や目標を明らかにするとともに、県が行う仕事の進め方などを示す県

政の基本方針です。

また、これからのとちぎづくりを進めるためには、何より県民の力の結集が不可

欠であり、すべてのとちぎづくりの担い手が一緒になって考え、そして行動してい

くための共通の目標を示すという役割を併せ持っています。

「新とちぎ元気プラン」の詳細は、県のホームページで御覧いただけます。

４ 記入上の留意事項

○ この調査は、無記名式ですので、お名前や御住所を記入いただく必要はありません。

○ 黒のボールペンや濃い鉛筆などで、はっきりと御記入ください。

○ 誠に恐縮ですが、必要事項を御記入の上、平成２５年２月１５日（金）までに、同封

の返信用封筒（切手不要）により御返送ください。

５ この調査に関するお問い合わせ先

栃木県総合政策部総合政策課

〒320-8501 宇都宮市塙田１丁目１番20号

ＴＥＬ ０２８－６２３－２２０６

ＦＡＸ ０２８－６２３－２２１６
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平成24年度県民満足度調査票

はじめに、調査に御協力いただくあなた自身のことについて、お伺いします。

該当する番号に○を御記入ください。

○ あなたの性別は？

１ 男性 ２ 女性

○ あなたの年齢は、次のうちのどれに当てはまりますか？

１ 10歳代 ２ 20歳代 ３ 30歳代 ４ 40歳代

５ 50歳代 ６ 60歳代 ７ 70歳以上

次に 、 と ちぎの将来像 『 「安心 」 「 成長 」 「 環境 」 を と も につ く る 、元気度 日本一

栃木県』の実現に向けた県の取組に対する、あなたの満足度をお伺いします。

次頁以降に示す各取組（行政だけでなく 、民間等の活動も含む。 ）について、あなた

がどれくらい満足しているか、そのお気持ちに近いもの一つに○を御記入ください。

全部で43の取組がありますので、すべてに御回答ください。 （所要時間20分程度）

≪ 記 入 例 ≫

あなたの満足度

あなたの身のまわりの状況等から判断した、各取組の 満 満ど いど 不ど 不
満足度をお答え ください。 足 足ち えち 満ち 満
平成24年度の県の主な取組については、添付いた ら なら ら

しました「平成24年度新とちぎ元気プラン～主要な か いと か
取組～」もあわせて御覧ください。 と も と

い い
え え
ば ば

No 取 組 の 方 向 回 答 欄

【子ども世代】成長の基礎をはぐくむ

○ 幼児期の子どもが、基本的な生活習慣や豊かな
感性を身に付けられるよう、就学前教育の充実を

１ 図ります。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・幼稚園、保育所が地域における幼児教育の中
核的機関となるための研修会の開催 など
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
県民一人ひとりが自立し、自己実現を図りながら、 か いと か

地域や社会の担い手となり、力を発揮することがで と も と
きる「人づくり」を進めます。 い い

え え
ば ば

No 取 組 の 方 向 回 答 欄

【子ども世代】成長の基礎をはぐくむ

○ 幼児期の子どもが、基本的な生活習慣や豊かな
感性を身に付けられるよう、就学前教育の充実を

１ 図ります。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・幼稚園、保育所が地域の幼児教育の中核的機
関となるための研修会の開催 など

【子ども世代】生きる力をはぐくむ

○ 子どもが成長に応じて、基礎・基本となる知識
等を習得し、課題を解決する能力を身に付け、自
ら学習に取り組む意欲を高められるよう、家庭や
地域の力を活かしながら、確かな学力の育成を図
ります。

○ 子どもがお互いを認め合い、学校や地域でいき
いきと学び成長できるよう、社会と接する機会や、
自然体験活動を充実させるとともに、地域が一体
となって子どもを育てる意識を高めるなど、子ど
もたちの豊かな人間性をはぐくむ「心の教育」の
充実を図ります。

○ 子どもが基本的な生活習慣や望ましい食習慣を
身に付けるとともに、スポーツや文化活動に積極
的に取り組めるよう、家庭や学校、地域における
環境づくりを進めます。

２ ○ 障害のある子ども一人ひとりに応じた指導と支 ５ ４ ３ ２ １
援を充実します。

≪平成24年度の主な取組≫
・小学校第２学年の学級編制基準を 35人とする
ための教員の増員

・指導困難な状況が見られる小・中学校への非
常勤講師の配置

・スクールカウンセラー等による相談、不登校
対策、スクールサポーター活用等によるいじ
め根絶への取組、ネットトラブル対策の実施

・なわとびを中心とした子どもの体力向上運動
の推進

・地域の文化財や歴史資料等を活用した学習活
動を充実させるための検討会の開催や活用ガ
イドの作成

・発達障害等のある子どもについて、幼稚園・
保育所から小・中学校、高等学校へと一貫性
のある指導を行うための個別の指導計画等を
活用した引継ぎの実施 など

政策の基本「人づくり」
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 取 組 の 方 向 回 答 欄

【若者世代】自立する力をはぐくむ

○ 若者が主体的に自らの進路を選択できる能力や、
将来に向けて必要となる勤労観、職業観をはぐく
むキャリア教育の充実を図ります。

○ 社会の一員としての自覚を持ち、自ら力を発揮
する意欲を高められるよう、若者の社会参加を促
進します。

○ 若者一人ひとりの希望や適性、能力に応じた専
門的な就労相談や、自らの職業生活を切り拓く能

３ 力開発に向けた職業訓練などの支援を行います。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・社会や時代の変化を的確に捉えた特色ある高
校づくりを通した全国に発信できるとちぎの
人づくりの推進

・県立学校におけるボランティアなどの体験活
動の機会の充実

・高等特別支援学校（軽度の知的障害がある生
徒の職業的な自立を支援するための特別支援
学校）の整備に向けた基本・実施設計の着手

など

【大人世代】挑戦する心をはぐくむ

○ 創業に挑戦できる環境づくりを進めるとともに、
職業選択の可能性を広げ、キャリアアップできる
よう、就労支援の充実に取り組みます。

○ 新たな知識や技術を習得し、能力向上を目指す
ことができる環境づくりに取り組みます。

４ ○ 女性が社会の様々な分野でさらに活躍できる環 ５ ４ ３ ２ １
境づくりに取り組みます。

≪平成24年度の主な取組≫
・若年者、中高年齢者、障害者等に対する総合
的な就労支援を実施する「とちぎジョブモー
ル」の設置運営

・「とちぎ男女共同参画センター」における男
女共同参画社会の実現に向けた県民の主体的
な活動を支援する各種事業の実施 など

政策の基本「人づくり」
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 取 組 の 方 向 回 答 欄

【大人世代（子育て世代）】子育て力をはぐくむ

○ 親の子育て力を高めるとともに、やがて親とな
る世代の子育て力の育成に取り組みます。

５ ○ 社会全体で家族の絆や子育て力をはぐくむ取組 ５ ４ ３ ２ １
を進めます。

≪平成24年度の主な取組≫
・ホットほっと電話相談や思春期版家庭教育支
援プログラムモデル事業の推進 など

【若者世代～大人世代】多様な能力を活かす

○ 社会貢献活動についての意識を高め、活動への
理解を深めることにより、一人ひとりの社会参加
を促進します。

○ ＮＰＯ、ボランティア等に関する情報の提供や、
人と活動とを結びつけるマッチング機能を強化す
るとともに、地域の課題解決や地域づくりに積極
的に参加できるよう、県民協働の仕組みづくりに

６ 取り組みます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・とちぎボランティアＮＰＯセンター（ぽぽら）
を拠点とした、ボランティア活動の機会の充
実のためのボランティア登録・紹介や関連情
報の提供

・様々な課題に対し、県民、ＮＰＯ等の団体、
企業、行政等が協働して解決する仕組みとし
ての「とちぎ地域力創造プラットフォーム」
の運営 など

【シルバー世代】知恵と能力を活かす

○ シルバー世代の社会参加への意欲を活動に結び
つけるための仕組みづくりや交流機会の確保に取
り組みます。

７ ○ シルバー世代の経験や技術が発揮されるよう、 ５ ４ ３ ２ １
就労支援の充実に取り組みます。

≪平成24年度の主な取組≫
・シルバー大学校の生徒・ＯＢ（高齢者）とボ
ランティア活動の仲介による社会参加の促進

など

政策の基本「人づくり」
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 取 組 の 方 向 回 答 欄

地域文化を通じた心豊かな人づくりと世代間交流の促進

○ 生涯にわたり地域の文化や芸術に触れ、様々な

活動に参加し、新しい文化を創造するなど、文化

を通じた心豊かな人づくりを進めます。

○ 文化活動を通じた地域における世代間交流の場

８ づくりに取り組みます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・文化活動の担い手育成や地域伝統文化活動の

継承に対する支援

・県立博物館開館 30周年を記念した特別企画展

「足利尊氏－その生涯とゆかりの名宝－」の

開催 など

スポーツによる健やかな人づくりと世代間交流の促進

○ 県民一人ひとりがスポーツに親しみ、それぞれ

の年齢、目的等に応じた体力の維持・増進を図る

など、スポーツを通じた健やかな人づくりを進め

ます。

○ 誰もが、いつでも、どこでも気軽にスポーツを

９ 楽しめる世代間交流の場づくりに取り組みます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・県民総スポーツの推進拠点として整備する総

合スポーツゾーンの全体構想の策定

・ ｢全国スポレク祭 ｣を受け継ぐ「栃木県民スポ

ーツ・レクリエーションフェスティバル（と

ちまるフェスタ）」の開催 など

政策の基本「人づくり」
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

誰もが安心して子どもを生み育てることができ、年齢 ら なら ら
や障害の有無にかかわらず、健やかに暮らし、生きがい か いと か
を持って自らの人生を描ける社会の実現を目指します。 と も と
また、地域を支えるすべての人の連携により、暮らし い い

の基本となる安全を確保し、安心で明るい地域社会を実 え え
現します。 ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

地域における子育ての支援

○ 子育ての意義や喜び、家庭を持つことの大切さ
について、社会全体が意識を共有するとともに、
子育て中の家庭の負担を軽減するため、身近な地
域での相談体制の整備や子育てを住民同士で支え

10 合う活動の充実を図ります。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・放課後児童クラブの運営に対する支援を通じ
た身近な地域での子育て支援活動の充実

など

保育サービスの充実

○ 入所待機児童の解消を目指し、保育所の整備促
進を図るとともに、様々な働き方や子育て家庭の
状況に対応できる多様な保育サービスの充実を図

11 ります。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・保育所の新設等整備促進や、多様化する保育
需要に対応した病児・病後児保育、延長保育、
休日保育等の特別保育事業等の促進 など

子どもを守りはぐくむ体制づくり

○ 深刻化する児童虐待問題に対応するため、地域
における子どもたちの見守り体制の整備を促進す
るとともに、様々な事情により親と別れて生活す
ることを余儀なくされる子どもたちへのより家庭
的な養育環境の整備を進めます。

12 ○ 経済面や生活面で様々な不安を抱えるひとり親 ５ ４ ３ ２ １
家庭に対して、自立した生活の実現を図るための
生活・就労支援を推進します。

≪平成24年度の主な取組≫
・虐待を受けた子どもやその保護者を対象とし
た心の相談などの児童虐待防止対策の強化

・ひとり親家庭への資格取得のための修学支援
や在宅就業支援等の実施 など

暮らしを支える安心戦略
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

仕事と子育ての両立支援

○ 仕事と子育ての両立を実現できるよう、子育て
しやすい職場環境の実現に向けた企業等の取組を
促進するとともに、出産や育児で退職した女性の

13 再就職を支援します。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・仕事と子育ての両立に関する意識啓発の推進、
両立支援に取り組む事業所の顕彰 など

学校及び学校周辺における安全の確保

○ 子どもたちが安全で安心な環境の中で学ぶこと
ができるよう、学校の耐震化や通学路の歩道の整
備を進めるとともに、地域における見守り体制の
整備など、登下校時の犯罪や事故を防ぐための環

14 境づくりを促進します。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・通学路の歩道整備や県立学校施設の耐震補強
工事の実施、公立小中学校施設の耐震化の促
進 など

地域における支え合いの推進

○ 高齢者や障害者が住み慣れた地域で自立した生
活を送れるよう、福祉・介護職員の確保と資質向
上を図るとともに、地域で福祉を支えるボランテ
ィア人材の養成を推進します。

○ 高齢者やその家族が、それぞれの地域で安全に
安心して暮らせるよう、地域住民による支え合い

15 体制の構築や相談支援体制の充実を図ります。 ５ ４ ３ ２ １

○ 高齢者が安心して快適に暮らせる多様な住まい
の確保を進めます。

≪平成24年度の主な取組≫
・介護施設等で働きながら資格を取得する介護
雇用プログラムの実施

・高齢者見守りネットワーク構築等の地域にお
ける支え合い体制づくりに対する支援 など

暮らしを支える安心戦略



- 9 -

あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

障害者が地域で暮らせる体制づくり

○ 障害者の日常生活における多様なニーズに対応

できるよう、関係機関の連携による質の高い相談

支援体制を整備します。

○ 就労を通じた障害者の社会参加を促進するとと

もに、職業的自立が図られるよう、所得や雇用率

の向上に向け、就労支援の一層の充実に努めます。

16 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・障害者が地域で安心して暮らせる相談支援体

制の充実強化に向けた障害者相談支援協働コ

ーディネーターの配置や地域で指導的に相談

支援を行う人材の育成

・障害者の就労支援や工賃アップに向けた商品

の魅力向上及び販路開拓、障害者就労支援事

業所職員のスキルアップによる一般就労移行

の促進 など

長寿社会における健康づくりの推進

○ 健康寿命を延ばし、生涯にわたり健康でいきい

きと暮らせるよう、家庭、学校、職場、地域など

が連携し、県民一人ひとりが食生活や運動等を通

じた健康づくりに取り組みやすい環境の整備を進

めます。

○ がん、心疾患、脳卒中、糖尿病など生活習慣病

の予防と早期発見のため、疾病に関する正しい理

17 解と検診受診の促進に努めます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・とちぎ健康 21協力店等を活用した健康情報の

提供、職場における受動喫煙防止の環境整備

の支援、子どもの頃からの生活習慣病予防の

ための食育に関する啓発

・メタボリックシンドロームに着目した特定健

康診査や各種がん検診の受診促進に向けた普

及啓発 など

暮らしを支える安心戦略



- 10 -

あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

地域で安心できる医療の確保

○ 医療の基盤である医師、看護師等の医療従事者

の確保対策を推進するとともに、資質向上を図り
ます。

○ かかりつけ医を中心とした地域医療体制を確立
するとともに、限られた医療資源を有効に活用す

るため、救急医療等の様々な医療体制において医
療機関の機能分担や連携を進めます。

○ 誰もが住み慣れた家庭や地域で、安心して暮ら
18 せるよう、在宅医療体制の充実を図ります。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・地域医療再生計画等に基づく医師確保支援や
救急医療・周産期医療体制の充実、災害医療

コーディネーターの設置等による災害医療体
制の整備

・在宅医療を行う医療機関や訪問看護ステーシ
ョンへの支援等による在宅医療提供体制の整

備
・精神科救急医療における初期・二次救急の輪
番制の導入や身体合併症患者の受入体制の整

備 など

総合的な自殺対策の推進

○ 心の健康や生活、就労等の問題に対応し、様々
な問題を一つひとつ解決へと導くことができるよ

う、相談支援体制の充実を図るとともに、関係機
関の連携強化を進めます。

19 ○ 地域における「気づき」、「つなぎ」、「見守り」 ５ ４ ３ ２ １
機能を強化します。

≪平成24年度の主な取組≫
・働く人のメンタルヘルス相談等の実施

・地域で自殺のサインに気づき、相談へとつな
ぎ、見守るゲートキーパーの養成 など

暮らしを支える安心戦略



- 11 -

あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

住民による地域コミュニティの再生

○ 地域づくりの中核を担う人材を育成するととも

に、自治会やまちづくり団体、ＮＰＯ等の多様な

主体が相互に連携して知恵を出し合い、協働する

ことにより、地域における多様なニーズや課題に

20 対応していきます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・集落支援員の配置など、高齢化が進む中山間

地域等の集落における地域コミュニティの維

持・再生に向けた市町村の取組に対する支援

など

住民の助け合いによる防犯・防災の促進

○ ｢自分たちのまちは自分たちで守る ｣との意識の

もと、性別や世代を超えた取組として、個人や家

庭、地域、企業、各種団体が行う日常的な防犯・

防災活動を促進します。

21 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・安全で安心なまちづくりガイドの作成・配布

や、子どもの安全を守るぼうはん講座の開催

・防災キャンプの実施や防災に関する体験活動

指導者の養成、地域防災講座の開催 など

地域の移動手段の確保

○ 高齢者をはじめ誰もが安心して快適に暮らせ、

社会参加ができるよう、地域における移動手段の

確保に向けた取組を推進します。

22 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・住民の身近な足となる路線バス等の生活交通

の運行維持や誰もが利用しやすい公共交通ネ

ットワークへの改善等に対する支援 など

暮らしを支える安心戦略



- 12 -

あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

消費生活における安全・安心の確保

○ 消費者被害の未然防止や拡大・再発防止、被害
者の救済のため、消費者教育・啓発や相談機能の
充実・強化を図ります。

○ 食品の安全性の向上や食品表示の適正化を図る
23 ほか、消費者、事業者及び行政が情報の公開や共 ５ ４ ３ ２ １

有化を進めることにより、食に関する安全・安心
の確保を図ります。

≪平成24年度の主な取組≫
・町における消費生活センターの設置促進や、
高齢者被害防止キャンペーンの実施 など

犯罪が発生しにくい地域づくり

○ 関係機関の連携と協力による犯罪の未然防止や
検挙に努めるとともに、地域の連帯により日常生
活を脅かす犯罪が発生しにくい社会づくりを進め

24 ます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・メールやＦＡＸでの地域安全情報の提供等に
よる自主防犯活動の支援 など

高齢者の交通事故抑止

○ 交通事故死者の約半数を占める高齢者自身の交
通安全意識を高めるとともに、誰もが高齢者に優
しい運転を心がける意識の浸透を図ります。

25 ５ ４ ３ ２ １
≪平成24年度の主な取組≫
・高齢者自身の交通安全意識や、全てのドライ
バーを対象とした子どもや高齢者の保護意識
を高める安全対策の推進 など

被害者等支援の推進

○ 犯罪被害者やその家族を社会全体で支える体制
の充実を図るとともに、配偶者からの暴力による
被害者等の支援に取り組みます。

26 ５ ４ ３ ２ １
≪平成24年度の主な取組≫
・ＤＶ被害者等に対する相談・保護・自立支援
・犯罪被害者等への理解を広める巡回パネル展
事業の実施 など

暮らしを支える安心戦略



- 13 -

あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

本県の強みを活かした、経済、雇用を牽引する力強い ら なら ら
成長産業を生み出すとともに、多様な主体による創意工 か いと か
夫を凝らした地域づくりを推進することにより、地域に と も と
活力があふれ、すべての県民が豊かさを実感でき、住む い い
人々が住み続けたい、訪れる人々が住んでみたいと思う え え
とちぎの実現を目指します。 ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

本県の強みを活かした産業の振興

○ 本県の強みである産業集積等を活かし、自動車、
航空宇宙、医療機器、光及び環境産業の分野にお
いて、産学官のネットワークを活用しながら、中
小企業の人材育成、研究開発、販路開拓等を支援

27 し、地域経済全体の活性化を促進します。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・産学官のネットワークを活用した現場改善研
修等の中小企業の人材育成・確保

・環境関連技術に関する展示商談会の開催等の
販路開拓等の支援 など

挑戦し、成長する企業の創出

○ 創業や新たな事業展開など意欲的な取組を支援
するとともに、地域経済を支える中小企業等の経
営力を向上し、県内経済に新しい活力を生み出し

28 ます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・中小企業等が行う競争力強化や自立性の向上
及び円高対策のための新技術・新製品の開発
に対する助成 など

戦略的な企業誘致の推進

○ 地域経済への波及効果が大きい企業の県内への
立地を促進するとともに、本社・研究開発機能の
集積の拡大を図ります。

○ 既立地企業のさらなる定着を促進し、地域経済
の発展を図ります。

29 ○ 企業ニーズに対応した魅力ある産業団地の提供 ５ ４ ３ ２ １
やアクセス道路の整備等により、企業の立地環境
の向上を図ります。

≪平成24年度の主な取組≫
・県内への企業立地、本社・研究開発機能の集
積や既立地企業の定着促進等のための工場建
設や地元雇用拡大等に対する助成

・産業や物流の効率化を高めるための広域的な
道路網の整備 など

明日を拓く成長戦略
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

力強い農業の推進

○ 本県の農業をリードするプロ農家（先進的農業

経営者）を育成するとともに、農業内外からの人

材確保や企業の参入を推進し、農業の活性化を図

ります。

○ 多様な需要に対応できる産地改革を促進し、本

30 県農業の競争力を高めます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・地域の中心となる経営体や農地集積計画を定

める「人・農地プラン」の策定支援

・県が開発したいちご新品種「スカイベリー ｣

の栽培技術の確立や販路開拓に向けた取組の

推進 など

フードバレーとちぎの推進

○ 本県の良質で豊かな水や農林水産物を活かし、

産学官連携による商品開発・技術開発や、海外市

場も視野に入れた販路開拓への支援、さらに、本

県の強みを活かした企業誘致の推進や農業をはじ

めとする関連産業の高付加価値化を図り、“食”

をテーマに、地域経済が成長、発展し、活力あふ

れるフードバレーとちぎを目指します。

31 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・相談会の開催や販売実践サポートなど ｢売れ

る｣商品づくりによる新事業展開の支援

・県産品や県産農林産物の販路開拓等を支援す

るための国内外における食品見本市及び商談

会への出展や、中国への「売り込み隊」の派

遣及びバイヤー招へい等の実施

・加工や新たな販路開拓など、農業者等による

６次産業化取組への支援 など

明日を拓く成長戦略
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

魅力あふれる観光地づくり

○ 訪れた人が安心して快適に観光することができ、

満足感を得られるよう、地域のホスピタリティ向

上を図ります。

○ その地域ならではの様々な体験や人々とのふれ

あいができる体験型・交流型観光などの新たな旅

行分野を開拓し、多くの観光客に選ばれ、訪れて

32 もらえる魅力ある観光地づくりを進めます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・地域リーダーやコーディネーター等の観光関

連人材の育成、地域で活動している人材のネ

ットワーク化の促進

・観光客の滞在時間の長期化等に向けた着地型

旅行商品の開発や多言語化観光案内板等の整

備に対する助成 など

戦略的な誘客の推進

○ 県内観光地を周遊する長期滞在型の楽しみ方の

提案など、多様化する観光ニーズをとらえた情報

発信、ＰＲ活動による戦略的な誘客活動を展開し

ます。

○ 北関東自動車道を活用した広域的な誘客を図る

とともに、さらなる増加が期待される東アジアを

33 中心とした外国人観光客の誘客対策を推進します。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・県内観光地への誘客促進に向けたテレビ番組

の誘致や東京スカイツリータウン ®内にオー

プンした県アンテナショップ「とちまるショ

ップ」を活用したイベントの実施

・台湾、中国への観光誘客キャラバン隊の派遣

や知事自らが本県の魅力や農産物等の安全性

をＰＲするトップセールスの実施 など

明日を拓く成長戦略
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
か いと か
と も と
い い
え え
ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

住み続けたい、住んでみたい地域づくり

○ 自然や景観、文化などの特色ある地域資源を活

用することにより、地域の人々が愛着と誇りを持

ち、訪れる人が魅力を感じることができる地域づ

くりを推進します。

○ 日常的な買い物や医療、金融、行政などのサー

ビスが、手軽に身近なところで利用できる、暮ら

しやすく利便性の高いまちづくりに取り組みます。

34 ○ とちぎの魅力やとちぎの暮らしに関する情報を ５ ４ ３ ２ １

積極的に発信するとともに、体験型、滞在型のプ

ログラムを提供することなどにより、本県への二

地域居住やＵＪＩターンを促進します。

≪平成24年度の主な取組≫

・住民自らが主体となって取り組むまちづくり

活動や、観光資源や特産物といった地域の魅

力を市町村の枠を越えて組み合わせることに

より、新たな価値の創出が期待できる取組に

対する支援 など

交流と連携によるにぎわいのある地域づくり

○ 異なる地域同士が相互に連携し補完することに

より、新たな価値を創出するとともに、交流人口

の増大によって地域の活性化を図ります。

○ 住民、ＮＰＯ、企業、大学、行政など多様な主

体の協働により、地域の可能性やニーズを反映し

35 た特色ある地域づくりを進めます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・ ｢とちぎ食の回廊 ｣の魅力向上に向けたイベン

トの開催や情報発信の充実強化

・ ｢とちぎのふるさと田園風景百選 ｣認定地域等

における都市住民、企業、大学等の多様な主

体の参画による美しい田園風景の保全活動の

支援 など

明日を拓く成長戦略
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あなたの満足度

満 満ど いど 不ど 不
足 足ち えち 満ち 満

ら なら ら
かけがえのない環境を次の世代に引き継いでいくため、 か いと か

豊かな自然を守り育てるとともに、環境負荷を低減し地 と も と
球温暖化防止に貢献するなど、県民総ぐるみで地球と人 い い
にやさしいエコとちぎを目指します。 え え

ば ば

No 重 点 的 取 組 回 答 欄

環境を守る人材の育成

○ 家庭や学校、地域、職場等の様々な場で、子ど
もから大人まであらゆる世代を対象とする環境学
習を積極的に推進し、環境のために自ら学び、自
ら行動する人づくりを進めます。

36 ○ 環境保全活動を支え、輪を広げるリーダーを養 ５ ４ ３ ２ １
成します。

≪平成24年度の主な取組≫
・こどもエコクラブの活動支援やエコ・もりフ
ェアの開催、環境活動人材の育成や環境学習
プログラムの改訂等による環境学習・環境保
全活動の推進 など

身近にできる環境保全活動の推進

○ 県民一人ひとりが楽しみながらエコな暮らしを
実践できるよう ､多様な主体の協働により ､省エネ
ルギーや３Ｒの推進など身の回りでできるエコな
取組や、環境美化活動や緑化運動などへの参加を

37 より一層促進し、活動の輪を県内全域に広げます。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫
・県民総ぐるみによる省エネ実践活動「“とち
ぎ発”ストップ温暖化アクション」の実施や
協働によるレジ袋の削減 など

暮らしにおける低炭素社会に向けた取組の推進

○ 家庭における再生可能エネルギーの利用や省エ
ネルギー設備の導入を促進します。

○ 交通による二酸化炭素の排出を減らすため、電
気自動車などのエコカーへの転換を図ります。

○ 鉄道やバスなどの利用環境をより快適にするこ
38 とにより、環境にやさしい公共交通機関の利用者 ５ ４ ３ ２ １

の拡大を図ります。また、走行空間の改善などに
よる自転車の利用促進に取り組みます。

≪平成24年度の主な取組≫
・電気自動車等を活用した環境にやさしい観光
モニターツアーの実施・検証や、未整備地域
等への急速充電器の設置等の利用環境の整備

・住宅用太陽光発電システム等の導入を加速化
するための設備設置に対する支援 など

未来につなぐ環境戦略
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No 重 点 的 取 組 回 答 欄

環境にやさしいエネルギーの地産地消の挑戦

○ 地域で利用されていない太陽光や中小水力、バ

イオマス、温泉熱などの再生可能エネルギーの利

活用を促進することにより、本県をエネルギーの

地産地消型社会へ転換します。

≪平成24年度の主な取組≫

39 ・中小企業等による太陽光等発電施設の設置に ５ ４ ３ ２ １

対する低利融資や、メガソーラー（大規模太

陽光発電所）設置に併せた災害時非常用電源

及び電気自動車急速充電設備の整備に対する

助成

・農業用水路を利用した小水力発電など、再生

可能エネルギーの利活用に関する調査研究の

推進 など

環境関連産業の振興による環境先進県とちぎづくり

○ 本県のものづくりの力を活かし、環境に関連す

る新技術や新製品の開発を促進するなど、環境関

連産業の育成と集積を図ります。

○ 生産、流通、販売などの事業活動のあらゆる過

程において、事業者による環境への負荷を減らす

40 取組を促進します。 ５ ４ ３ ２ １

≪平成24年度の主な取組≫

・環境対応型自動車に関する技術開発への支援

や環境関連企業誘致の推進

・減農薬、減化学肥料等の取組に加え、ＣＯ ２

の排出量削減や生物多様性の維持・向上にも

取り組む「エコ農業とちぎ」の推進 など

未来につなぐ環境戦略
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持続的発展が可能な循環型社会の形成促進

○ 多様な主体の連携による地域循環システムの形
成など、バイオマスの総合的な利活用を促進しま
す。

○ 森林施業の集約化や林内路網の整備などによる
低コスト林業を推進するとともに、県産出材など
の木材の利用を拡大することにより、森林資源の
循環利用を図ります。

41 ５ ４ ３ ２ １
○ 廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用（３Ｒ）
等の取組を進め、環境にやさしい事業活動への転
換を促進します。

≪平成24年度の主な取組≫
・バイオガス発電設備建設のための設計
・木材の安定供給のための間伐及び林内路網、
木材加工流通施設の整備等に対する助成や、
低コスト林業の推進に向けた人材育成 など

とちぎの豊かな自然環境の保全

○ 多様な主体の協働により、自然公園等の貴重で
優れた自然や里地里山などの身近な自然の保全と
適正な利用を促進します。

○ 自然とふれあう機会や場、自然に関する情報を
提供することにより、県民の自然を大切にする心
を育てます。また、自然ふれあい活動の指導者の
養成と活用を図るとともに、指導者や活動団体の
連携を推進します。

○ ｢とちぎの元気な森づくり県民税｣等を活用して、
42 荒廃した森林の間伐を実施するなど、健全な森づ ５ ４ ３ ２ １

くりを推進するとともに、広葉樹林や針広混交林
の整備など多様な森づくりに取り組み、森林の公
益的機能を増進します。

≪平成24年度の主な取組≫
・とちぎの元気な森づくり県民税等を活用した
地域主体の里山林の整備や森林の公益的機能
を増進するための間伐等の実施、森づくりボ
ランティア活動、公共施設の木造木質化等へ
の支援

・那須・塩原地域における自然観察会等の実施
や、奥日光の自然等を活用したイベントの開
催 など

未来につなぐ環境戦略
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No 重 点 的 取 組 回 答 欄

生物多様性の確保

○ 絶滅のおそれのある希少な動植物を守るため、
多様な主体の協働により、その生息・生育地の適
切な管理を進めます。また、外来種の影響が深刻
化している地域ではその駆除を進め、生態系の保
全と再生を図ります。

○ シカやイノシシなど農林業に被害を及ぼす野生
43 鳥獣について、広域的に個体数の調整を進めるほ ５ ４ ３ ２ １

か、野生獣が人の生活圏へ侵入することを防ぐ緩
衝帯をつくるなど、総合的な対策を実施します。

≪平成24年度の主な取組≫
・ ｢生物多様性とちぎ戦略 ｣に基づく、里地里山
や河川・湿地の保全、希少な動植物の保護や
生物多様性の普及啓発、人づくり等の推進

・有害鳥獣の捕獲の担い手である「森の番人」
の確保・育成 など

次に、栃木県のマスコッ トキャラクター「 とちまる くん 」について、お伺いします。

○ あなたは、栃木県元気ニコニコ係リーダー｢とちまるくん｣を御存じですか？

該当する番号に○を御記入ください。

１ はい ２ いいえ

未来につなぐ環境戦略
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最後に、県に対する御意見・御要望等がございましたら、御記入ください。

～～～御協力いただきありがとうございました。～～～


